
第12回 美浜町まち・ひと・しごと創生推進協議会　議事録

日時 令和7年3月21日（金）　午後1時30分～

場所 町長応接室

出席者 町長 籔内　美和子

副町長 石塚　和夫

美浜町商工会 橋本　健治

紀陽銀行 柿谷　真樹人

きのくに信用金庫 瀬戸　三起也

日高新報 柏木　智次

紀州新聞社 源地　勇人

事務局 田中　敦之・網中　千花

1.会長（町長）挨拶

2.事務局より第2次美浜創生総合戦略進捗の報告

質問・指摘

【紀陽銀行　柿谷氏】

3.事務局より過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業の報告

質問・指摘

【紀陽銀行　柿谷氏】

【美浜町商工会　橋本氏】

午後2時00分　終了

・観光入込客数の増加：12月1日のブルーインパルスによる増加とキャンプ場の通年営業による

　増加だと考えられる。

・ふるさと納税過去最高額：12月1日の影響か。

・キャンプ場の値上げについて

・出生者数過去最低数

・転出入者について

・観光入込客数の増加

・他団体との連携件数：和歌山大学、京都外国語大学、東京大学

・出生者数過去最低数：原因のひとつは母親の減少等もあると考えられる。

・転出入者について：平成21年度ぶりの転入超過。明確な要因は判明しているわけではないの

　で来年も注視していく。

自治体と民間、住民が一体となって達成できるような指標設定にしていると思うが、その中で

自治体がどういう施策を取っているか（KPI）を考えていくのが必要だと考える。年1回ではな

く、中間の指標としてのKPIが必要で、月次で設定する方が、施策の効果もわかってくる。こ

ういった民間のマネジメントの仕方も行政は学んでいく必要があるのではないか。
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・目的

・事業内容の説明と次年度以降の目標

　（空き家活用推進事業、カナダ移民の歴史継承・交流強化事業、体験型コンテンツ造成事業、

　新規特産品の開発・ブランド化事業、ICTを活用した鳥獣害対策事業）

Q：みおラーメンが関西万博で披露と聞いたが、どういう進捗か。

Q：町の中で活動の拠点について今はまちづくりをしていくにあたって活動の拠点はないと思う

　   が、そのあたりについて考えているか。

A：令和9年度完成予定の水産加工販売施設が拠点となって賑わいが出てくるのではないかと考

　  えている。

A：3月24日-25日に京都へ出張へ行って、その内容を確認する予定。

　カナダパビリオンでの披露とは、ラーメンを売る目的ではなくカナダ移民の歴史と現在も続く

　交流についてを万博の場で伝える予定。

地方創生は民間が主で、行政や銀行はサポーターとなるかと思う。実際にカナダへ行って実践し

ているという民間の熱量をどうサポートしていくかについて注目している。


